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　今日，女性学（Women　studies）の分野の著作は数

多いが，女性労働に焦点を当てた経済的な著作は限

られている．そうしたなかで，最近の研究成果を踏

まえ，女性労働の供給メカニズム，雇用需要，男女

間賃金格差，結婚と出生など家族の行動，および公

共政策等の広い観点から，経済学的な論理で統一的

な分析を行ったことが，本書の大きな特徴といえる．

以下では，その主たる論点を紹介し，評者のコメン

　　　　　　　　　　　　　1トを加えて行きたい．

・女性就業拡大の要因

　女性の労働市場への参加率は，現在よりもむしろ

1960年以前の方が高かった．しかし，これは主とし
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て農家など，家族従業者として働く女性の比率が高

かったためであり，家の外で雇用者として働く女性

が増加したのは最近の傾向である．これについて著

者は，労働需要と供給との両面の要因から，経済の

サー．ビス化，社会の高学歴化，事務分野における技

術革新，等が，とくに既婚女性の職場を拡大したこ

とを指摘している．

　筆者はここでに，米国の事務分野におけるタイプ

ライターの導入という技術革新が，組織内部での職

務の細分化と専門化を生み，判断業務は男性が，ま

たその補助的な仕事を女性が各々分業するという体

制が成立したとしている．これに対して，日本でも

サービス産業の発展とともに，事務職に女性の比率

が高まっていることは米国と同様であるが，とくに

製造業のブノレーカラーの分野で，女性の比率が米国

よりも高いことが大きな違いである．これについて

筆者は，高度成長期に不足した若年労働力を補うた

めに，既婚女性が吸収されたこと，また，若い世代

の高学歴化が急速に進んだことが，相対的に低学歴

の既婚女性が，単純生産蛍働者として活用されたこ

とを示唆している．しかし，これ以外にも重要なポ

イントがのこされているのではないか．

　すでに筆者が指摘しているように，女性が工場で

働く場合には，男性との問に熟練や筋力の差が大き

、いため，生産工程の自動化など資本設備を補う必要

がある．すなわち，男女労働者は代替的な関係にあ

るが，女性と資本とは補完的な関係が大きい．この

ように考えれば，ちょうど米国では，事務部門の合

理化の進展が，機械化と女性の活用に結びついたよ

うに，日本の製造業における積極的な投資行動が，

その女性労働者比率の高さと裏腹の関係にあると見

ることもできる．これは規制に守られた運輸業等の

分野で，女性の活用が遅々として進まないことと対

照的であるといえよう．

・既婚女性の労働供給

　労働者の行動として未婚女性は男性と大きな違い

はなく，経済学の主たる興味の対象は既婚女性の行

動にある．これまで既婚女性の労働供給は，世帯主

の所得水準が低いほど（所得効果），また市場での賃

金が高いほど（代替効果），促進されると考えられる．

すなわち，個人ではなく世帯の一員として行動する

ことが既婚女性の大きな特徴である．筆者の厳密な

実証研究によれば，女性の就業確率に及ぼす賃金上

昇の効果は，世帯主所得の効果を大幅に上回ってい
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るが，これは他の欧米主要国の研究結果と整合的で

ある．また，女山の学歴や15歳以上の子供を持つ

ことはその就業を促進し，逆に6歳以下の子供はそ

れを抑制するという常識的な結果が得られた．

　このように，日本でも女性の就業が市場賃金や子

供の年齢に弾力的であることは，大きな政策的な意

味をもっている．すなわち，筆者は，家計補助的な

目的で働く縁辺労働力としての女性労働に代わって，

長期的な視野のなかで就業と過程との両立を目指す

基幹労働力としての役割の高まりを強調している．

・男女間賃金格差の要因分析

　本書の大きな柱が，男女間賃金格差と就労パター

ンとの関係である．B本の男女間賃金格差は，

OECD諸国の間でも最も大きく，しかも1980年忌
には拡大する傾向にあ’ ﾂた．すでに1970年忌から

女性の就業機会が大きく拡大しているにもかかわら

ず，それが賃金格差の縮小に結びつかないのはなぜ

であろうか．

　男性と比べた女性の賃金格差を年齢別に見ると，

最近時点では20歳台で，8割程度まで急速に縮小し

ている．しかし，中高年層では大きな格差が生じて

おり，40歳以上では5割程度にまで拡大している．

これは，一つには女性の年齢が上昇するにつれて，

パート・タイマーで働く確率が高まることから，常

用労働者との賃金格差を反映する面があるためであ

る．しかし，より大きな要因は，女性の人的資本の

蓄積が，結婚や出産を契機として中断してしまうた

め，一生を通じてそれを蓄積する男性との生産性ギ

ャップが拡大することが賃金格差の大きな要因とな

る．ここまでは常識的な解釈であろう．

　ここで筆者は，男女間の賃金格差をもたらす女性

の勤続年数の短さが，何によってもたらされたもの

か，という点に焦点を当てる．この説明として著者

は，「統計的差別仮説」等の新古典派理論に基づく見

方を排し，「制度論」を支持している．すなわち，賃

金が年齢とともに生産性と関係なく上昇するという

賃金体系を前提とすれば，結婚退職制度など，既婚

女性の採用を制限する慣行が企業にとって合理的な

ものとなり，それが女性の勤続年数を短くしている

ことの大きな要因としている．また，この「制度論」

的な見方を支持する論拠として，企業の雇用管理の

仕方によって女性の定着率が変化するという調査等

を用いている．

　しかし，女性労働に対する企業の需要行動を，主

として人事管理などの制度的な要因で説明すること

は，そうした制度がなぜ日本で作り上げられたかと

いう理由を説明できない「文化論」の範疇に陥って

しまう．また，著者自身も後に指摘しているように，

そうした企業の人事管理自体が，労働需給逼迫の中

で変化しつつあることにも対処できない．こうした

企業の行動変化を整合的に説明するためには，日本

の人事管理制度の背後にある企業の行動原理を説明

する理論との結びつけが必要であろう．．この意味で，

統計的差別仮説と日本企業の人事管理制度による説

明とは，必ずしも矛盾しないのではないか．筆者は

他の章ではできる限り経済理論的な説明を試みてい

るにもかかわらず，この賃金格差についてのみ，そ

．うしたアプローチを放棄しているのは残念である．

・技術変化と雇用

　1980年代の労働市場の特徴のひとつとして，職場

の高学歴化がある．筆者は，これを職場における技

術進歩の高まりによる，高学歴者需要の増加による

ものとして捉え，技術進歩の高い産業ほど，大卒者

に対する需要が大きいことを示した．こうした職場

における技術進歩は，労働市場に対して，以下のよ

うな影響をもつセいる．すなわち，①企業内におい

て，新技術を吸収しやすい若年労働者の中高年労働

者に対する相対的な価値の高まり，②コンピュータ

・一 ﾖ連作業など，どの企業にも共通な企業一般的訓

練の比重の上昇，③正規従業員とパートタイムや派

遣従業員との賃金格差の拡大等である．

　これらの変化は，従来，企業特殊的な技能をもつ

正規従業員により主として支えられて来た，内部労

働市場の硬直性を防ぐ役割を果たすものと解釈され

ている．しかし，それだけにとどまらず，日本的な

雇用慣行自体を徐々に形骸化させる効果ももってい

るといえる．

・結婚と家族行動の変化

　女性の職場進出は，労働市場だけでなく，社会に

おける家族のあり方にも大きな変化をもたらしてい

る．例えば，1980年代以降における日本の出生率の

低下は，女性の高学歴化やそれにともなう賃金上昇

が，子育ての機会費用を高めていることが大きく影

響している．また，出生率の低下の大きな要因のひ

とつでもある女性の晩婚化も，女性の就業機会の拡

大と密接に影響している．こうした結婚や出生行動

についての最近の経済理論や，筆者自身のものも含
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めた実証研究の成果を展望している．

　こうした女性の社会進出は，同時にこれまでの夫

に経済的に依存する無業の妻をもつ伝統的な家族を

前提とした，税・社会保険制度や雇用慣行の見直し

を必要とする．ここで，筆者は，結婚・出産と就業

との両立が困難であることが，女性の晩婚化の大き

な要因であることであることを強調する．これがう

まく実証され，「女性の就業を促進するような政策

は，出生率の低下を奨励する」という論理への批判

に結びつけば，興味深い点となろう．

おわりに

　本書は，全体として，経済理論，実証分析，およ

び制度的な議論がバランス良く組み合わされており，

今日の女性労働をめぐる諸問題を理解する上での好

著と言える．現在の女性行動の特徴は，男性と異な

り，市場と家庭内での生産活動の選択を，価格メカ

ニズムに沿って行うという点で，きわめて「新古典

派的」である．これが，伝統的な家族形態に基づく

硬直的な社会保障制度等の枠組みに押し込めること

から，さまざまな資源配分や分配上の歪みが生じて

いる．これと同じ問題が，女性だけでなく高齢者に

も当てはまるであろう．市場と家族との行動を，よ

り体系的に結び付ける方向への，著者の今後の活躍

が期待される．

　　　　　　　　　　　　　　　　　［八代尚宏］


